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第６章　道徳教育（「特別の教科　道徳」を含む。）

 
第１　編成要領改訂の趣旨と要点
　　平成27年３月、文部科学省は学校教育法施行規則及び学習指導要領を一部改正し、「道徳」を「特
別の教科である道徳」（以下「道徳科」という。）と位置付けた。平成27年７月に公表された中学校学
習指導要領解説特別の教科道徳編では、これまでの道徳教育の課題について、以下の例を示した上
で、これらの課題や実態を真摯に受け止めつつ、その改善・充実に取り組んでいく必要があるとして
いる。
　　・　歴史的経緯に影響され、いまだに道徳教育そのものを忌避しがちな風潮があること
　　・　他教科に比べて軽んじられていること
　　・　読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導が行われる例があること
　　そのため、中学校教育課程編成要領（道徳）の改訂に当たっては、これらの課題を踏まえながら、
各学校が指導計画の作成に、より創意工夫を生かせるよう心掛けたところである。
１　改訂の趣旨
　　学校における道徳教育は、道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり、道徳科
はもとより、各教科、総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて、生徒の発達の段
階を考慮して、適切に行わなければならない。この道徳教育の基本的な考え方は、これまでの考え方
を引き継ぐものであり、今回の改訂は、このことを踏まえた上で改善を図り、道徳教育を一層充実さ
せるものとする。
　　今回の改訂の趣旨は、次のとおりである。
　⑴　学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育とその要としての道徳科の役割を示す。
　⑵　そのための指導計画の作成と内容の取扱いを示す。
　⑶　道徳科の指導の在り方を明確にし、「考える道徳」「議論する道徳」を充実する。
　⑷　道徳教育を充実させるために必要な要点、配慮事項を示す。
２　改訂の要点
　　今回の改訂の要点について、中学校学習指導要領に沿い、以下のとおり示す。
　⑴　「第１章　総則」に関わって
　ア　道徳教育も道徳科も、その目標は「道徳性」を養うことである。その上で、道徳教育の目標が、「人間

としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養うこと」と簡潔に示されたことを受け、その目標を指導計画等に反映すること。

　イ　道徳教育は、道徳科を要として学校の教育活動全体で行うことから、校長の方針の下、道徳教育
推進教師が中心となって全体計画を作成して全教師が協力して行うこと。また、各教科等で道徳教
育の指導の内容及び時期を示すこと。

　ウ　豊かな体験の充実と、道徳教育がいじめの防止や安全の確保につながることを指導計画等に反映すること。
　エ　道徳教育の全体計画や道徳教育に関する諸活動などの情報を積極的に公表し、家庭や地域社会
との共通理解を深め、相互の連携に努めること。

　⑵　「第３章　特別の教科　道徳」に関わって
　ア　道徳科の目標として、「道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野か
ら多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める学習」と示されたことを、
道徳科の授業に反映すること。

　イ　内容項目の４つの視点について、「Ａ　主として自分自身に関すること」「Ｂ　主として人との関わり
に関すること」「Ｃ　主として集団や社会との関わりに関すること」「Ｄ　主として生命や自然、崇高な
ものとの関わりに関すること」と、順序が改められたことを指導計画や道徳科の授業に反映すること。

　ウ　それぞれの内容項目に付記された「Ａ　自主、自律、自由と責任」などの言葉を指導計画に反映すること。
　エ　内容項目については、改正された項目等を、指導計画や道徳科の授業に反映すること。
　オ　指導計画の作成について、「一つの内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫」
が加えられたことを受け、年間指導計画等に反映すること。
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　カ　生徒が自ら道徳性を養う中で、自らを振り返って成長を実感したり、これからの課題や目標を見
つけたりできるよう、指導の工夫があること。

　キ　生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力などを育むための
言語活動を取り入れること。また、指導のねらいに即して、問題解決的な学習や道徳的行為に関す
る体験的な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を工夫すること。

第２　指導計画の作成
１　基本的な考え方
　　道徳教育における指導計画とは、「道徳教育の全体計画」、「道徳科の年間指導計画」及び「道
徳科学習指導案」をいう。各学校は道徳教育の充実を図るため、道徳科を道徳教育の要とした、
「道徳教育の全体計画」、「道徳科の年間指導計画」を作成する。
　　指導計画の作成に当たっての基本的な考え方は次のとおりである。
　⑴　道徳教育の指導体制
　　ア　校長の方針の明確化
　　　　校長は、道徳教育の充実・改善を視野におきながら、関係法規や社会的な要請、学校や

地域社会の実情、生徒の道徳性に関わる実態、家庭や地域社会の期待などを踏まえ、学校
の教育目標との関わりで、道徳教育の基本的な方針等を明示する。

　　イ　道徳教育推進教師を中心とした全教師による協力体制の整備
　　　　道徳教育推進教師は、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を推進する上で中心と

なり、校長の方針の下、全教師の参画、分担、協力の下にその充実を図る。機能的な協力体
制を整えるため、道徳教育推進教師の役割を明確にしておく必要がある。

　⑵　指導内容の重点化
　　ア　自立心や自律性を高め、規律ある生活をすることに配慮する。
　　イ　生命を尊重する心や自分の弱さを克服して気高く生きようとする心を育てることに配慮する。
　　ウ　法やきまりの意義に関する理解を深めることに配慮する。
　　エ　自らの将来の生き方を考え、主体的に社会の形成に参画する意欲と態度を養うことに配慮する。
　　オ　伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重す

ること、国際社会に生きる日本人としての自覚を身に付けることに配慮する。
　⑶　豊かな体験活動の充実といじめの防止・安全の確保
　　ア　教師と生徒、生徒相互の人間関係を豊かにするために、言語活動の充実を図るとともに、

共に語り合う場、学び合う場などを設け、生徒を理解する機会や生徒相互による道徳教育の
機会を増やす。また、教室や校舎、校庭などの物的環境は、生徒の道徳性を養うことに深く
関わることから、環境の整備に努めることが求められる。

　　イ　生徒の道徳性が養われるよう、集団宿泊活動やボランティア活動、自然体験活動など、
様々な体験活動の充実を図る。その際、生徒に体験活動を通して道徳教育に関わるどのよう
な内容を指導するのか指導の意図を明確にし、実施計画にも明記する。

　　ウ　日常生活においては、特に、いじめの防止や安全の確保といった課題についても、道徳性
を養うことで、自らの判断により、適切な行為を選択し、実践することができるようにする。

　⑷　家庭や地域社会との連携
　　ア　学校は、道徳教育の方針を学校通信やホームページなどで家庭や地域社会に伝え、共通理

解を図り、協力を得るようにする。
　　イ　学校は、懇談会、講演会、学校応援団会議など相互交流の場を設定し、家庭、地域社会

と連携して道徳教育の充実を図る。

２　指導計画作成の手順・留意事項
　⑴　全体計画
　　　全体計画作成に当たっての作成手順と留意事項は、以下のとおりである。
　　ア　作成の手順
　　　ア　基本的な事項を確認する。
　　　　・教育関係法規の規定、時代や社会の要請や課題、教育行政の重点施策
　　　　・学校や地域社会の実態と課題、教職員や保護者の願い、生徒の実態と課題
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　　　イ　校長の方針の下に、学校の教育目標を踏まえ道徳教育の重点目標、各学年の重点目標
を設定する。

　　　ウ　道徳教育推進教師を中心として、全教師による推進体制を示す。
　　　エ　道徳科の指導方針を明確にする。
　　　オ　各教科、総合的な学習の時間及び特別活動などにおける道徳教育との相互の関連性を

明確にし、指導の方針、内容及び時期を示す。　
　　　カ　学校の特色ある教育活動や豊かな体験活動、「規律ある態度」等における道徳教育との

相互の関連性を明確にし、指導の方針、内容及び時期を示す。
　　　キ　学級、学校の人間関係、環境の整備や生活全般における指導の方針を示す。
　　　ク　家庭や地域社会、近隣の学校などとの連携や交流の在り方を示す。
　　　ケ　計画の実施及び評価・改善に関わる事項を記述する備考欄などを示す。
　　イ　作成上の留意事項
　　　ア　道徳教育推進教師を中心として全教師の協力・指導体制を整える。
　　　イ　年間指導計画を作成する際の観点や重点目標に関わる内容の指導の工夫、校長や教頭

等の参加、他の教師との協力的な指導の方針を示す。
　　　ウ　道徳教育や道徳科の特質を理解し、具体的な取組を明確にし、教師の意識の高揚を図

る。
　　　エ　各学校の特色を生かして重点的な道徳教育が展開できるようにする。
　　　オ　学校の教育活動全体を通じた道徳教育の相互の関連性を明確にする。
　　　カ　生徒の実態を踏まえ、保護者及び地域の人々の意見を活用することや、学校間交流、関

係諸機関との連携に心掛ける。
　　　キ　計画の実施及び評価・改善のための体制を確立する。
　　　ク　その他
　　　　　全体計画の別葉として、各教科等、特色ある教育活動、豊かな体験活動の指導内容と

道徳科の内容項目との関連を示す一覧表を作成する。全体計画を各学級において具現化
し、教師や生徒の個性を生かした道徳教育の指針を示した「学級における指導計画」を作
成することも考えられる。

　⑵　道徳科の年間指導計画
　　　年間指導計画作成に当たっての作成手順と留意事項は、以下のとおりである。
　　ア　作成の手順
　　　ア　全体計画に基づいた、道徳科における学年ごとの基本方針を具体的に示す。
　　　イ　道徳教育の重点目標、各学年の重点目標などを踏まえて、各学年で繰り返し指導する内

容項目を選定する。 
　　　ウ　内容項目配当時数一覧表を作成する。　
　　　エ　学年又は学級ごとの実施予定の時期を記載する。   
　　　オ　ねらいや授業の内容が端的にわかるような主題名をつける。
　　　カ　道徳科の内容項目をもとに、授業のねらいを記述する。
　　　キ　指導で用いる中心的な教材の題名と出典、補助教材や予備教材などを記述する。            
　　　ク　主題構成の理由は、ねらいを達成するために活用する教材の内容を踏まえ簡潔に示す。
　　　ケ　展開の大要及び指導の方法を示す。ねらいを達成するために活用する教材の内容を踏ま

えたものとする。
　　　コ　他の教育活動などにおける道徳教育との関連を示す。
　　　サ　年間指導計画の改善に関わる事項を記述する備考欄などを示す。
　　　シ　その他
　　　　　校長や教頭などの参加や教師の協力的な指導の計画、保護者や地域の人々の参加・協

力の計画、「規律ある態度」との関連、「彩の国の道徳」「家庭用彩の国の道徳」「私たちの
道徳」等の活用、複数時間取り上げる内容項目の全体構想などを示す。
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　　イ　作成上の留意事項
　　　ア　年間授業時間数を確保できるようにするとともに、全ての内容項目（２２項目）を取り

上げる。
　　　イ　ねらいと教材で構成する主題の設定においては、生徒の実態などを考慮し、教材は自分

との関わりで考えることができるものを選択する。
　　　ウ　計画的、発展的な指導の工夫や内容の重点的な指導ができるような工夫をする。
　　　エ　生徒が自ら道徳性をはぐくむことができるように多様な学習活動を工夫する。
　　　オ　弾力的な取扱いについて留意する。
　　　　・　時期、時数の変更（指導者の恣意的な変更はしない｡）
　　　　・　ねらいの変更（全体構想の上に立ち、協議を経て行う｡）
　　　　・　教材の変更（一層効果が期待できることを前提に、道徳教育推進教師を含め学年など

による検討を経る｡）
　　　　・　学習指導過程、指導方法の変更（工夫や成果についての意見交換を積極的に行う｡）
　　　カ　年間指導計画の評価と改善を計画的に行う。
　⑶　道徳科の学習指導案
　　　学習指導案作成に当たっての作成手順と留意事項は、以下のとおりとする。
　　ア　作成の手順
　　　ア　ねらいを検討する。
　　　イ　生徒の実態を踏まえ、指導の重点を明確にする。
　　　ウ　教材を吟味する。
　　　エ　学習指導過程を構想する。
　　　オ　事前指導、事後指導、家庭や地域社会との連携、他の教育活動との関連について考える。
　　　カ　板書計画を立てる。
　　イ　作成上の留意事項
　　　ア　学級の実態、指導者の意図、教材の内容、他の教育活動との関連などに応じて次のよう

に多様な学習指導案を構想し、「考える道徳」「議論する道徳」となるよう工夫する。
　　　　・　多様な教材の活用による学習指導
　　　　・　道徳的行為に関する体験的な学習を生かすなどの学習指導
　　　　・　各教科等との関連をもたせた学習指導
　　　　・　複数時間扱いの学習指導
　　　　・　学級経営と関連をもたせた学習指導
　　　　・　保護者や地域の人の参加を得るなど家庭や地域社会との連携を図った学習指導
　　　　・　図書館等の施設や校外の場所を生かす学習指導
　　　　・　問題解決的な学習指導
　　　　・　特別活動の多様な実践活動を生かす学習指導
　　　　・　校長や教頭などの参加、他の教師との協力的な学習指導
　　　　・　言語活動の充実を図り、言葉を生かし、考えを深める学習指導
　　　イ　ねらい、生徒の実態、教材の特質などに応じて、また、学習指導過程との関わりで、読

み物教材の利用、話合い、教師の説話、視聴覚機器の利用、動作化や役割演技等の生徒
の表現活動、板書を生かす工夫など道徳科の指導効果を高め、ねらいを達成するための
様々な指導方法を工夫する。
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第３　指導計画作成のための資料
１　全体計画
　　教育活動全体を通じた道徳教育を推進するためには、俯瞰的、構造的、関連的に構成された指
導計画が必要不可欠である。
　　全体計画は、学校における道徳教育の基本的な方針を示すとともに、学校の教育活動全体を通
して、道徳教育の目標を達成するための内容や方策を総合的に示した指導計画である。
　　全体計画の作成に当たっては、校長の方針の下に、学校の設定する道徳教育の基本方針を具
体化し、重点目標を達成するために各教育活動がどのような役割を担うのか、家庭や地域社会と
の関連をどのように図っていくのかなど、特色を生かした学校の道徳教育の推進について総合的
に示すようにする。
　　そして、各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期を整理したもの等を別葉にし
て加え、年間を通して具体的に活用していく。
　⑴　全体計画の例
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　⑵　全体計画の別葉例（各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期を示したもの）
　　　各教科等の目標や内容には、生徒の道徳性の育成に関係の深い事柄が直接的、間接的に含
まれている。また、それぞれの学習場面での活動を通して、よりよい人間関係を築いたり、協
働して課題に取り組んだりする意欲を育むことができる。そして、教師の用いる言葉や生徒へ
の接し方、授業に臨む姿勢や熱意は、生徒の道徳性の育成に大きな影響をもつものである。

　　　そこで、生徒の道徳性を一層豊かに養うため、各教育活動での道徳教育がその特質に応じて
意図的、計画的に進められ、相互に関連が図られるよう別葉を作成していく。

　　ア　各教科等と道徳教育との関連を示した別葉例

　　　　月ごとに作成した別葉では、「いつ、誰が、どの教科等」で何を指導するかが分かりやす
い。また、学年会等で「共通にこんなことを指導していこう」と話題にしやすくなり、教職
員が組織的に道徳教育を推進できる。

　　イ　教科ごとに作成した別葉例



― 157 ―

　　　　各教科等において道徳教育を適切に行うためには、それぞれの特質に応じて道徳教育に関
わる側面を的確に把握する必要がある。そして、それらに含まれる道徳的価値を意識しなが
ら指導することで、道徳教育の効果を一層高めることができる。また、話合いの中で自分の
考えをしっかりと発表し、友達の意見に耳を傾けたり、各自であるいは協働して課題に最後
まで取り組んだりすることで、各教科の学習効果を高めるとともに、望ましい道徳性を育て
ることにもなる。

　　ウ　道徳の内容項目を基に教育活動を示した別葉例

　　　　この例では、内容項目［Ｃ社会参画、公共の精神］や［Ｃ勤労］については、教科等にお
いてあまり指導されておらず、道徳科において補っていかなければ生徒の道徳性をバランス
よく育成できないことがわかる。また、内容項目［Ａ向上心、個性の伸長］では、多数の教
科で指導されていることから、道徳科において一層深めることや相互の関連を捉え直したり
発展させることに留意して指導することが重要である。
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　　　別葉により、物事を多面的・多角的に考え、自らの判断により、適切な行為を選択し実践
するなど、道徳教育の指導内容が生徒の日常生活に生かされるようにすることが大切である。
そして、教師自らが生徒と共に自らの道徳性を養い、よりよく生きようという姿勢を大切に
し、日々の授業づくりや愛情をもった生徒への指導をすることが重要となる。

　⑶　全体計画の別葉例（重点目標の達成に向け、各教科・特別活動等との関連をまとめたもの）
　　　重点目標の達成に向け、道徳科を要として、各教科等の学習や豊かな体験活動等の関連をま
とめることで、相互が響き合う生徒主体の道徳学習を展開することが可能となり、生徒一人一
人の道徳性を高めていくことができる。
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　⑷　全体計画の別葉例（学級における指導計画）
　　　学級経営の中心に道徳教育を位置付けた「学級における指導計画」の例である。道徳教育
の全体計画を基盤とし、学級における道徳教育の指導方針などをまとめ、日常の道徳教育の指
針とするとともに、学級担任が自己評価し、指導計画の改善を図るようにする。
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２　年間指導計画
　⑴　年間指導計画作成に当たって（配慮事項）
　　ア　３年間を見通して、計画的、発展的な指導が行えるよう工夫する。
　　イ　内容項目（22項目）は、各学年において１年間で全て取り上げる。
　　ウ　主題は、他の教育活動との関連や地域社会の行事等を踏まえて効果的に配列する。
　　エ　学校や学年で重点的に扱う内容項目は、複数時間で扱うようにする。
　　オ　ねらいに即して、どのような学習指導過程や指導方法で学習を進めるのかを簡潔に示す。
　　カ　計画に変更や修正を加える場合は、少なくとも同一学年の他の教師や道徳教育推進教師と

検討するとともに校長の了解を得る。
　⑵　配当時数一覧表
　　　　年間の授業時数をもとに各内容項目に何時間配当するかを決める。その際、全体計画に示

された重点目標を踏まえて時数を配当することで、年間または３年間を見通した重点的な指
導が可能となる。下記の例では、指導する時期も含めた配当時数を一覧として示している。

　　ア　全学年を一覧にして示す例

　　イ　列に月を配して示す例（第２学年）
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　⑶　主題配列
　　　配当時数を定めた後、ねらいと教材とからなる主題を構成し、年間にわたって配列する。
　　その際、一覧に表すことで意図をもった主題配列が行いやすくなる。しかし、配列一覧表だけ
では年間指導計画として十分とは言えず、各時間の指導の概要が分かるものを加えることが求
められる。

　　ア　全学年を一覧にして示す例

　　イ　展開の大要を加えた主題配列表の例（第２学年）
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　⑷　年間指導計画例
　　月別の様式を作成した例である。道徳教育推進教師や学年の担当者などが月末に翌月の指導計
画を配布し、学年会議などで授業の準備や発問などを検討し効果的に活用する。学年で話題に
することにより、着実な授業実践を積み重ねるとともに、評価欄を生かし指導計画の改善を図
ることができる。
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３　学習指導案
　【学習指導案例①】（読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習）
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　【学習指導案例②】（問題解決的な学習）
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　【学習指導案例③】（情報モラルを扱った体験的な学習）
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